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今年の夏はなんだか湿気がちな夏になりましたが、今日から２学期がスタートし、また学校にも子ども

たちのまぶしい笑顔が戻ってきました。今学期も子どもたちの安心安全な学校生活はもとより、子どもた

ち一人一人が楽しい学校生活を送ることができるよう教職員一同力を合わせてまいりますので、引き続き

本校の教育に対しご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 さて、黒松内は春から秋へ季節の移り変わりとともに学校の周りにも、きれいな花々、そして青々とし

た緑の木々・・・と毎日見ていても飽きることのない色とりどりの花々、緑に囲まれていきます。こうし

た美しさはまさに自然の贈り物です。 

 ところで、同じ木に咲く花でも、よく見ると、微妙に違いがあることに気づくはずです。太陽のよく当

たる日当たりのよい木々の蕾から先にふくらみ始め、幹の後ろ側ではそれより少し遅れて花が咲きます。

また花や木々によっては、光の当たらない方に向かって花を開く木々もあります。不思議だなぁと思って

いましたが、太陽の光が当たる方の萼が先に育つので光とは反対を向いて開くのだそうです。 

 同じ場所に一緒に植えた２本の木を見ても、同時に花を咲かせるとは限りません。ちょっと早咲き、ち

ょっと遅咲き、わずかに濃い色、ほんのり薄い色など全部違うのです。このことは私たち人間にも当ては

まるように思います。 

 子どもの成長を考えたとき、どうしても他のお子さんと比較し、○○さんは、あんなこともでる・・、

○○さんは・・年下なのに、あんなことがもうできる・・・などなど、どうしても比較しがちになってし

まうこともあるのではないでしょうか。でも人は人、それぞれ他人とは違う「自分らしさ」をもっていま

す。得意なこと、苦手なこと、好きなこと、嫌いなことなど一人一人がもっている「自分らしさ」によっ

て、早くできたり、ゆっくりだったりと一人一人のあゆみのスピードは違います。そんな「自分らしさ」

を認めあいながら、一人一人の将来、生活を見据えた力を、それぞれに合わせたスピードで、身につけて

いけるよう、家庭、学園、学校等関係者が連携・協力し、一人一人の「自分らしい花」を咲かせてあげま

しょう。 

  さて、2 学期が始まりました。これからも子ども真ん中しりべし学園分校として「子ども一人一人の学

びと成長を支える教育活動の推進」を教職員一丸となって進めていきたいと考えています。その点では、

家庭、学園との連携が不可欠と考えておりますので、本校の教育へのご理解・ご協力を今年度もどうぞよ

ろしくお願いいたします。 
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８月２１日（金）   ２学期始業式  

９月 １日（火）   一日防災学校 

９月 ７日（月）～１８日（金）  高等部現場実習 

９月１６日（水）～１８日（金）  中学部見学旅行 

２学期 行事予定

１０月２日（金）   第２回授業参観日 

１０月８日（木）、９日（金）  高等部宿泊研修 

１１月１４日（土）  学習発表会  

１２月２３日（水）   ２学期終業式 



 

 

６月 21 日（土）に行われた運動会の様子をお伝えします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部 宿泊研修 （７月９，10日）

第３５回 運動会

◇小・中学部◇ 

今年度の小中学部競技は、「ラッキーカラーは何色？」と題して、赤・青・黄色の箱を１つ選んで運び勝敗

を競いました。小学部は、体育の授業で行ったサーキット運動を基にしたコースを走り抜けました。平均台を

慎重に渡り、大玉を転がし、箱を運んだ後はフラフープを両足で飛び越え、最後はお立ち台で、『チェチェコ

リ』のダンスを元気に披露しました。 

中学部は、平均台を渡った後は、体育の授業で練習した集団行動の動きを披露しました。「ピッピ」と笛の

音に合わせて行進し、最後の「ピッ」でサッカーボールをゴールに蹴り入れました。お立ち台では、一人一人

のテーマ曲でダンスを踊り、思い思いのポーズを取りました。 

競技中は、たくさんの声援を受け児童生徒も楽しみながら全力を尽くすことができました。最後まで温かい

応援をしていただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇高等部◇ 

高等部は、運動会に向けて、事前学習で一人ひとりが自分の目標を設定し、体育の授業で練習を重ねて

きました。また、総練習の後に動画で自分達の姿を見て、徒競走では、練習の成果を発揮し、腕を大きく振り、

前を向いて最後まで走りきることができました。学部競技では、マット運動や球技、ダンスなどの中から自分

の得意な運動種目に取り組み、仲間とともに運命のひもをつなぎ合わせることができました。事後学習では、

目標を振り返り、頑張ったことを記入する姿が見られました。また、学部競技や紅白バトル、交流競技などで、

率先して道具の準備や片付けをしてくれました。誰かに言われたわけではなく、運動会の進行をスムースにし

ようと自分達で動いてくれました。とても頼もしい姿を見せてくれました。 

３年生にとっては最後の運動会でありましたが、競技に取り組む姿や、仲間の競技を手助けする姿等を後

輩達に示し、学校のリーダーとして、運動会を盛り上げてくれました。 

 

 

 

 

 

 

行程  １日目 長万部駅→登別ﾏﾘﾝﾊﾟｰｸﾆｸｽ→昼食（食事＆喫茶 e ﾌｧﾐﾘｰ）→室蘭（ホテル） 
２日目 ホテル→えみらん DENZAI 環境科学館→バス→東室蘭駅→長万部駅 

 
登別マリンパークニクスで
は、ペンギンパレードやイルカ
ショーを見たり、タッチプール
でエイに触れたりしました。笑
顔で楽しむことができました。
昼食は美味しくボリューム満点
でした。ホテルでは、挨拶や一
日の振り返りなどがしっかりで
きました。 

環境科学館では、プラネタ
リウム鑑賞後、館内の展示を
見たり、触ったり、体験した
り、興味をもって楽しむこと
ができました。全員、地震体
験、強風体験にも取り組むこ
とができました。バスや電車
の中など、公共の場では落ち
着いて行動することができま
した。 


